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1. はじめに 

骨材のアルカリシリカ反応性の代表的な評価法である化学法（JIS A 1145）やモルタルバー法（JIS A 1146）で

は，実環境でのコンクリートの膨張開始時期や膨張速度などを評価することは難しい。そこで本研究では，RILEM 

AAR-4.1をもととし，アルカリ溶脱防止のために空隙水と同等のアルカリ濃度の溶液を含有させた不織布で試験体

を被覆するコンクリートプリズム試験（以下 AW-CPT）1)を実施し，実構造物の ASR 膨張挙動の再現性を検討し

た。検討では，2種類の反応性骨材を用い，種々の配合の実構造物を模した屋外曝露試験と AW-CPTの結果を比較

した。 

2. 試験概要 

 本研究で用いた反応性骨材は，オパールを含有する安山岩

（骨材 A）と，少量のカルセドニーを含み主には隠微晶質，微

晶質石英からなるチャート砕石（骨材 B）の 2 種類で，表-1

に示す通り，化学法とモルタルバー法で

は無害でないと判定された。 

表-2に AW-CPTと曝露試験のコンク

リート配合を示す。供試体名は，反応性

骨材の種類（A，B），割合（5，30，100%），

アルカリ総量（2.60～5.50kg/m3），曝露

場所（Lは室内試験 AW-CPT，Eは曝露

試験），L の養生温度（20，40℃）を示

す。水セメント比 W/Cは 50%を基本と

した。曝露試験では実施工を想定し，40%と 32%とすることでアルカリ総量を変化させた。粗骨材と細骨材用の非

反応性骨材には高純度の石灰石砕石を使用した。アルカリ総量は水酸化ナトリウム試薬を練混ぜ水に添加し調整し

た。AW-CPTは文献 1)に従い，75×75×250mmの角柱を，コンクリートの空隙水と同等のアルカリ濃度の NaOH水

溶液 50gを吸水させた不織布で被覆し，その上から非透水性のラップフィルムで包んで養生を行った。曝露試験は，

実構造物を再現するため，より大きな供試体（骨材 A は 400×400×500mm，骨材 B は 400×400×600mm）を用い

た。側面にゲージプラグを埋め込み，コンタクトゲージ法により表面の膨張率を測定した。測定値には実測値によ

る熱膨張係数で温度補正を行った。曝露試験場は九州大学伊都キャンパスである。 

3. 測定結果および考察 

 図-1 に骨材 A の曝露試験の結果を示す。アルカリ総量 3.25kg/m3の供試体は 2.60kg/m3と比較して，初期材齢

から長期まで一貫して膨張率が高い。また，アルカリ総量 2.60kg/m3で，反応性骨材置換率の異なる供試体を比較

すると，材齢 2000 日以前の結果において反応性骨材 30%の方が 5%よりも膨張率は高いが，反応性骨材 5%では

500日まで膨張しておらず，その後より急速に膨張を開始し 2000日以降では逆転した。この傾向を AW-CPTにお

いて再現できるか，図-2，図-3において検討する。 

図-2に AW-CPTの結果（反応性骨材 30%）を示す。養生温度 20℃では初期材齢でアルカリ総量 3.00kg/m3の方

がより膨張したが，材齢 250 日を過ぎると 2.5kg/m3と逆転し，曝露試験での結果と異なった。また，40℃におい

ては初期に急速に膨張し，材齢 400日付近で膨張が収束した。この原因は今後の検討を要するが，CPTにおいて過 

表-1 骨材のアルカリシリカ反応性 

 

表-2 コンクリートの配合および試験環境条件 
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剰な促進は長期的な膨張を妨げる可能性がある。図-3 に骨材 A の

AW-CPTにおいて反応性骨材置換率と養生温度を変化させた結果を

示す。養生温度 40℃で曝露試験の結果と同様に，初期の段階では置

換率 30%の方が 5%よりも高い膨張率を示すが，140 日では同等と

なり，今後，暴露試験の結果と同様に膨張率が逆転することが予想

できる。したがって，AW-CPTで曝露試験の膨張の挙動は概ね再現

できている。養生温度 20℃においては 40℃と比較して膨張速度が

遅くなるものの反応性骨材の置換率の影響は再現できていると考え

られる。 

 図-4に骨材 B の曝露試験と AW-CPT の結果を示す。曝露試験で

は材齢 600日までほとんど膨張が見られないが，600 日以降で膨張

が開始している。AW-CPT では，養生温度 20℃で曝露試験と同様に

初期では膨張は見られないが材齢 400日以降になり膨張が開始して

いることが分かる。これより，膨張開始時期に差はあるが初期材齢

では膨張せず膨張が開始後，急速に膨張する挙動は再現できている。

骨材 B においても骨材 A と同様に，AW-CPT は曝露試験での膨張

挙動の再現性があるが，膨張の開始が早いことが確認できる。また，

養生温度 40℃では，初期から膨張が開始するが材齢 400日付近で膨

張が収束し、曝露試験とは異なる結果となった。この原因について

も過剰な促進が長期的膨張を妨げているためと考えられる。 

2 種類の反応性骨材において，AW-CPT では膨張の開始がより早

いことが確認できた。これは，温度の差による可能性のほかに水分

供給の影響が考えられる。曝露試験においては降雨時間が限定され

ており十分な吸水が行われないが，AW-CPTではアルカリラッピン

グにより常に湿潤な状態が保持されており，試験体への水分供給が

十分に行われている影響もあると考えられる 2)。 

4. まとめ 

 本研究で曝露試験と AW-CPT の結果を比較することで ASR によ

る膨張を AW-CPTで再現できるのか検証した。結果として骨材置換

率による膨張挙動への影響は再現できたが，水分供給の差により曝

露試験より膨張の開始が早められている傾向や，AW-CPTでは過剰

な促進により長期的膨張が妨げられることが確認された。また異な

る種類の骨材においてもこの傾向は同様に確認でき，今後，AW-CPT

で膨張予測を行うためには，AW-CPTによりどの程度膨張が早まる

のか，長期的な膨張を妨げる養生温度とアルカリ総量の条件につい

て，検討する必要がある。 
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図-1 骨材 A 曝露試験の結果 

 

図-2 骨材 A 骨材置換率 30%での AW-CPT の

結果 

 

図-3 反応性骨材置換率と温度を変化させ

た AW-CPT の結果 

 

図-4 骨材 B 曝露試験と AW-CPT の結果 
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